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はじめに

駿河湾に潤した静両市と清水市との境界に、更新統からなる有度丘陵があり、根古屋層はそ

の最下部に位置する海成層である O 本地域の地質に関する報告は、中島 (1886)に始まり、丘

陵全体の層序は土 (1960) によって確立された。しかし、根古屋層内部の詳細な層序について

は、著しい岩相の側方変化のためこれまで不明であった。したがって本層の埴積環境の地域的

な違いやその変遷についてもはっきりしなかった。

そこで私は、根古屋層の露出するほとんどすべての露頭で、 1/100スケールで柱状図を作り、

隣接する露頭関で対比する作業を繰り返しつつ野外調査を行った。さらに、本層から豊富に産

する底生有孔虫化石群について、産出の層準を考慮して系統的に調べ、駿河湾の現生底生有孔

虫の深度分布と比較した。その結果、根吉産層の層序および堆積環境の概要を明らかにするこ

とができたので、その要点を報告する O

なお、本研究は静関大学理学部地球科学教室の卒業研究の一部である O

本研究を行うにあたり、指導教官の北里洋博士には終始御指導をいただき、有孔虫化石の同

をしていただいた。東京大学の花井哲郎教授ほかの皆様には、結果について御討論いただい

くぬった地域)む向斜軸( も去したむ と図 l
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の間には構造の違いが認められる O

は、安居を中心とするドーム構造および丘陵東部の方向の軸をもっ向斜構

に規制されて分布する(図 1) 0 すなわち、分布の西端の中平松はドーム構造の

東部@蛇塚@増は東翼にあたる O 東部の清水市側には、向斜構造の東縁が点、々と露出する O こ

のように分布が南部と東部に分かれているが、両地域は火砕岩鍵層(後述)によって対比でき

るO 根古屋層の分布は、南部についてはこれまでの調査結果(土ラ 1960、杉山ほかラ 1982、な

ど)とほとんど同じである O ただし、東部に関して杉山ほか (1982) は、ほぽ南北方向に帯状

に分布する磯とシルトの互層を、「自生状態、を示す Limopsisなどの貝化石を普遍的に産出jす

ることから、根吉屋層の上部に含めている O しかし、この地域において、火砕岩の対比によっ

と判断できる地層の構造(南北の走向、西へ 15

ト の構造(多くは東ヘ 10
0

傾斜)が異なるので、私は擦とシルトの互層は久能山暦に

るべきであると考える O

は多くの小断膚によって切られている O それらは、断層部の走向が N20~400E およ

び N40~70。の南落ちの正断層が多い。変位は最大 20m に達するものもあるが、 1m 以下のも

のがほとんどである O

の地質年代は、 (0.4 7 ~O . 27 m . y . )に入

る時代である

ナンノ化石の Gψhyroca.戸saoceanzca 

ほかラ 1981)0 

柱状図

序

sw 

間2

図 2に示す。これは 50か所の露頭で作成した 1/100スケールの

によって対比した後、後述の有孔虫化石のデータから推定される古水深に

さは 150m 

問時一時間務審炉

村
松

ら村松まで

の距離は約 6kmoただし部分的 したところカまある O
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基づいて培積当時の地形断面図と似るように描いたものである O

は未盟結の増積物から成り、全体としてはシノレト@粘土が卓越する O ただし、根古

屋以西では、むしろ擦が卓越する O 露出している部分の地層の厚さは、最大 150mである O 砂

は、厚い擦岩層の中に挟まれるだけであり、 5m以上の厚さの砂庸は存在しない。

は東北東一西南西方向の著しい岩相の側方変化によって特徴づけられる O 古宿および

に分布する本層下部の厚い諜岩層は、東方の根古屋の沢で擦とシノレト@粘土の互層または

青灰色で葉理の発達した、微小な植物片に富むシノレド粘土に変わり、さらに東方の村松では、

暗縁灰色で植物片をあまり含まない塊状のシルトに変わる O この様岩層は根古屋の沢で Ng-1

をはさむシルト岩層で二分され、

のうち、上位のものを

は2枚の諜岩層からなっていることがわかる o 2枚の擦岩

下位のものを安居擦岩部摺と、今回新たに呼ぶことに

るO

の上位には約 10mの カまある O

(Ng-4) は、直径 1~2 cmのパミス

をおいて 2枚の

る層準であり、 (Ng-2 )は細粒砂

ないし中粒砂径のパミス層(淳さ 4cm、上位)と粗粒砂ないしグラニュール径のパミス

さ4cm、下位)が約 50cmの層位間際でシルト中に挟まれているものである O この

向の岩相の側方変化が認めちれる O すなわち、古宿@中平松では

し し

40m十。

に傾い~、

るO こ

60mo 

ち、

く
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まれる O また、礁は西南西方向からの流れ

斜層理を示す流れの方向と同じであり、

を示す。この方向は、本部層の傾

久能山層の傾斜層理および擦の覆瓦状

構造の示す流れの方向とも同じである O

のシノレト@粘土には有孔虫化石が豊富に含まれている O

のような新しい時代の地鰭では底生有孔虫化石群を現生種の分布と比較することに

より、堆積環境を推定することができる O この観点、から有孔虫化石群を扱った。

サンプリングは、同時間面における化石群の地理的変化をみるために、 2枚組の鍵閤 Ng-2 

テフラの関および Ng-4テブラの直下から 11試料、その他の層準から 15試料を採取した。試

80 gを秤量し、熱湯処理(試料によってはナブサ法を併用)し、 200meshのふ

るいで水洗し乾燥させた後、底生有孔虫の偲体数が 200個体前後になるように分割し、双眼実

体顕微鏡下で拾い出し同定を行つ 1'-0 

ごとの産出頻度を層序断面留にプロットし、分布ノfターンの似た種をまとめていくと、以

下のような 4つのグループに分けられることがわかっ ι o

1 中平松の塊状シノレト質砂に最も多く産出する種。 Elphidiumadvenum， * Ellぅhidium

clavatum， Pseudorotalia gaimardiえQuinqueloculinavugaris， Milliolinella spp.， Gavelino戸szs

spp。

II : Ng-2、Ng-4テブラの層準で西部(静岡市側)により多く分布する種。本Recto“

bolivina ralうhana，Bolivina cf. robusta， Textularia foliacea， Nonion japonicum， Hanzawaia 

n争lうonica，Lenticulina calcar， Astrono刀ionumbilicatulum， Ammonia ketienziensis angulata， 

Angulogerina angulosao 

種群III: Ng-2、Ng-4テフラの層準で中部(根古屋付近)により多く分布する種o Bulimina 

marginata， Pseudo仰向llanaraensis， Gyroidiηoides n砂onicus，Cassidulina sp. A， Pseudo“ 

ψonides }αjうonicus，* Bulimina kochiensis， Bolivina robusta， Uvigerinella grabra， Bolivina 

karreria幻ao

: Ng-2、Ng-4テブラの (、清水市側)により多く分布する種。牢Cassidulina

carinata， Eilohedra nilぅponica，Cassidulinoidesβαrkerilαηuι Nonion labradoricum， Bolivinita 

qzωdrilatera， Virgulina rotundata， Bolivina braめli，Gaudryna matusimai， Chilostomella 

ovoidea。

それぞれの種群の中で、分布が典型的な*を付した種について、それぞれ模式的な

図に、試料採取地点とその試料中の底生有孔虫化石群に占める割合(%)を図 3に示した。

これらの他、特殊な を にPseudolりarella tamanaがある O @シ

ノレト に集中し るo Astrononion umbilicatulum， Ammonia ketienziensis ang砂

lataもこれに似たパターンを示す。

さて、以上のような分布ノfターンの違いを現生底生有孔虫の分布から考えてみた。地理的に
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書量

Ng-2 

Ne M 

O Bulimina kochiensis O Cassidulina carir辺抱

Ng叩 2

Na F Ne M Na 

援機務鰭纏望書

30%~ Na: 

回附~30% F 

Ne: 
10%"'-'20% M:村松

~10% O 
毒事 (白ぬきは産出しないこと

国3 糧群 1--IVで、それぞれ分布パターンの典型的な種の麗位的@地理的分布。そ

虫個体数に占める割合(%)で示した。

Ng由 2

も近く海況も似ていると思われる駿河湾相良舟状海盆の

(1974 MS) と比較を試みる O 表 1は大谷の標本を

について謂べた大谷

して得られた、相良

るO

から得られた化石有孔虫の穏群 Iと駿河湾の現生有孔虫の種群Aを較べてみると、

Iの上位 3種、 EIphz'diumadveηum， E. c lavatum， Pseudoroおliagaimardiiは

A に属していること

Bolivina cf. robusta，およ

nzca Bに

dulina cari幻d叡y

以上のように、

できわだって多い 2 Rectobolivina raphana， 

これらに加えて Astro刀onionumbilicatulutn， Ha符zawaiaη争β0・

Bulimi幻akochiensisが種群Bに属すn 種群IVのCassι

labradoricum， Chilostomella ovoidea まれる O

ら得られた I 、IIおよびIIL， IVはそ

B 、Cに対応させること きる O これらの対応は、

いるものの、 はほぼ対応がつけられるの」、 る

と思われる。

と つ7こと る シルト
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1974 M S による。一部修正)

名 水 塊

Arnrnoniaコaponlca
Pseudoro七aliagaimaどdii

advenum 
日 clavatum
Paどaro七alianipponica 
P. mim.ユ七a
Trochamina pacifica 

いし

Rec七obolivina raphana 
Bo工ivina cf. robus七a
As七rononionumbilicatulum 
おuliminakochiensis 
Cassidulina ca七七oi
託anzawaia nipponica 
Cibicides spp. 

100m 

200-250m 
Bolivina pygmaea 
Bulimina aculea七a
B. 七enlユ七a
Cassidulina carina七a
C. 
Chilostomella ovoidea 
Nonion labradoricu~ 
Pullenia bulloides 
Uvigerina bradyana 
Fursenkoina complana七a
G工obobuliminapyrula 

は、 100mより浅い海で堆積したものであり、 2、 4テブラ堆積当時の海は現在の

付近で水深 100~200m、丘稜東部の村松付近では 250mよりも深かった。

も、閉じ傾向の岩相変化から、東に向かつて海が深く

なっていたと考えられる る自生的な 分布もこれら るO

前述の層序およ

直前の地形@底質@主な予言孔虫の

在の安倍川あるいは大井川の河口沖のよう

Ng-4テブラが堆積したころには、河川

えられる O

ータから、 とNg-4テブラ

(図 4) 0 古宿探岩部層は、おそらく

したのであろう O その後海進がすすみ、

より少ない陸棚ない になったと

お わ り

前述のように、 によって対比のついた地域(丘陵南部では ら にかけ

てO 東部では日 る 〉の地域) は らかに つ O しかし、蛇塚@

域および清水市側に点、状に る地域では、 であり、 ある O

なお、現在、私は @ よび古生態学的観点、から の研究を続行中である O れら

については、本地域の地質の詳細と共に別に公表する るO
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Bo工ivinacf. robusta 
λnunonia ke七ienziensisangulata 
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